
情 報

１ 教育課程研究協議会の経過（平成21年度～24年度）
平成21年度から24年度までの手引及び教育課程研究協議会の概要は次のとおりである。

２ 指導と評価を円滑に行うための年間指導計画の作成
「情報産業と社会」における指導計画の作成例

(1) 評価の観点の趣旨

手 引 の 概 要

平 １ 科目構成
成 ２ 改訂の基本方針
21 ３ 改訂の内容
年 (1) 目標
度 (2) 各科目

４ 質疑応答

平 １ 全般的事項
成 ２ 教育課程編成上の基本的配慮事項
22 ３ 情報産業と社会
年 ４ 情報の表現と管理
度 ５ 情報と問題解決

６ 表現メディアの編集と表現

平
１ 教育課程の編成

成
(1) 基本的な考え方

23
(2) 配慮すべき事項

年
(3) 特色ある教育課程の編成

度
２ 指導計画の作成と内容の取扱い

(1) 指導計画の作成
(2) 内容の取扱い
(3) 指導計画

３ 言語活動を充実するために

１ 学習指導の改善・充実
(1) 学習指導の改善・充実の視点
(2) 効果的な学習指導

平 ２ 評価方法の改善・充実
成 (1) 学習評価の基本的な考え方
24 (2) 学習評価における配慮事項
年 ３ 学習評価の具体例
度 (1) 専門教科情報科の特性に応じた評価の観点とその趣旨

(2) 「情報産業と情報モラル」の評価規準の設定例
(3) 指導と評価の計画
(4) 観点別評価の総括
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学習指導要領を踏まえ「情報産業と社会」の特性に応じた評価の観点の趣旨は次のと
おりである。

(2) 年間指導計画の作成例
第１章「情報化と社会」については、「(3) 単元の指導計画の作成例」に記載したた

め、ここでは省略する。

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解
情報産業に興味と関心をもち、 情報化と情報産業の発展によっ 情報技術者が業務を遂行するた 情報技術者に求められる基礎的
情報技術者として情報に関する てもたらされる現代社会への影 めに必要となる基礎的な技術を な知識を身に付け、その役割や
幅広い視野と情報活用能力を身 響、情報モラル等の必要性や情 身に付け、その技術を適切に活 業務内容、情報モラルの必要性
に付けることに意欲的に取り組 報セキュリティの重要性、情報 用している。 や情報セキュリティの重要性に
み、情報産業の発展に主体的に 産業の諸課題や情報技術者の役 ついて理解している。
寄与しようとする態度を身に付 割や責任について思考を深め、
けている。 適切に判断し、表現している。

授 業 計 画 （ ３ 単 位 ）
月 単元（項目） 具体的な学習内容 評価の観点 評価の方法
４ オリエンテーション ・学習の意義や内容、評価の方

法について理解する。
６ 第２章 ・コンピュータ内で扱われる数 【関心・意欲・態度】 ・レポート

情報産業と情報 値、音、画像、動画のデータ ①ハードウェア、ソフトウェア及び情報通信ネットワー ・ノート
技術 表現について学習する。 クについて興味や関心をもち、意欲的に探究しようと ・ワークシー

７ (1) 情報技術の基礎 ・コンピュータを構成するハー している。 ト
ドウェアの機能と動作につい ②情報の収集、処理、発信、表現などの活動場面に興味 ・小テスト
て学習する。 や関心をもち、意欲的に取り組んでいる。 ・定期考査

・ソフトウェアの役割と体系、 【思考・判断・表現】 ・発表用資料
ファイルの種類を学習する。 ①情報技術が情報産業の発展に寄与していることについ ・発表の工夫

・ネットワークや情報通信シス て事例を通して考え、それらを適切に表現している。
テムの仕組みやサービスにつ ②情報の収集、処理、発信、表現などの活動場面を考え、
いて学習する。 情報を適切に判断し、表現している。

【技能】
８ (2) 情報技術の活用 ・情報の分類と情報収集法につ ①ハードウェア、ソフトウェア及び情報通信ネットワー

いて学習する。 クに関する基礎的な技術を身に付けている。
・収集した情報の処理とその分 ②体験的な学習活動を通して、情報の収集、処理、分析、

９ 析法について学習する。 発信、表現などの情報技術を身に付けている。
・情報をわかりやすく伝達する 【知識・理解】

ための表現方法を学習する。 ①ハードウェア、ソフトウェア及び情報通信ネットワー
・情報発信手段としてのプレゼ クに関する基礎的な知識を身に付け、情報技術が情報

ンテーションを学習する。 産業の発展に寄与していることについて理解している。
・作成したプレゼンテーション ②実習などの体験的な学習活動を通して、情報の収集、

資料による情報発信の方法を 処理、分析、発信、表現などの情報技術の適切な活用
学習する。 方法を理解している。

10 第３章 ・情報技術者の社会人としての 【関心・意欲・態度】 ・レポート
情報産業と情報 必要な心構えやマナーについ ①情報技術者の職務内容について関心をもち、実践的な ・ノート
モラル て学習する。 態度を身に付けようとしている。 ・ワークシー

11 (1) 情報技術者の義 ・情報技術者の義務や責任、職 ②情報社会を構成する職業人として、適正に行動しよう ト
務と責任 業倫理について学習する。 とする態度を身に付けようとしている。 ・小テスト

③情報産業に関わる法規に関心をもち、実習などを通し ・定期考査
て実践的な態度を身に付けようとしている。

12 (2) 情報モラルと情 ・情報社会に潜む問題点につい 【思考・判断・表現】
報セキュリティ て学習する。 ①情報技術者が担っている社会的な責任、職業人として

・個人情報の取扱いについて学 適切に業務を遂行することの必要性について考え、適
１ 習する。 切に判断し、表現している。

・情報を取り扱う者として求め ②情報社会を構成する職業人として、とるべき適正な行
られる道徳観や倫理観につい 動について考えている。

２ て学習する。 ③法令遵守の考え方を身に付け、法令に基づいて判断し
・情報セキュリティについて学 ている。

習する。 【技能】
①情報技術者の職務と責任、職業人として適切に業務を

３ (3) 情報産業と法規 ・知的財産権をはじめ、情報産 遂行することの重要性について情報を収集し、体系的
業に関わるさまざまな法規に にまとめている。
ついて学習する。 ②情報リスクに適切に対応するために必要な情報セキュ

リティの管理に関する技術を身に付けている。
③情報の収集、処理、発信、表現などの基本的な活動場

面において、法規を遵守し適切に情報を取り扱うこと
ができる。
【知識・理解】

①職業人として適切に業務を遂行する重要性について理
解している。

②個人情報等の侵害、誹謗中傷などの行為の問題点を理
解している。

③法を守ることの意義と重要性について理解している。
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(3) 単元の指導計画の作成例
「情報化と社会」の単元の指導計画例は次のとおりである。（配当時間：１２時間）

３ 観点別学習状況の観点別の総括
総括の場面としては、単元ごとの評価の総括、学期ごとの評価の総括、学年末の評価の

総括が考えられる。また、評定への総括の場面としては学年末が考えられる。
総括の考え方としては、「十分満足できる」状況と判断されるものを（Ａ）、「おおむね

満足できる」状況と判断されるものを（Ｂ）、「努力を要する」状況と判断されるものを
（Ｃ）として評価を行いその組合せにより総括する方法とＡ、Ｂ、Ｃを数値化してその平
均値を基にして総括する方法などが考えられる。ここでは、数値化してその平均値を基に
して総括する方法を例として示す。

【Ａ、Ｂ、Ｃを数値化してその平均値を基にして総括する方法】
①Ａを３、Ｂを２、Ｃを１とし、観点ごとに平均値を求める。
②平均値が２．５以上をＡ、１．５以上２．５未満をＢ、１．５未満をＣとして、単元におけ
る観点ごとの評価とする。

科目名 情報産業と社会

単元名 情報化と社会

単元の目標 社会の情報化が生活に及ぼす影響や情報産業の発展と社会との関わりなどについて取り上げ、情報産業の
業務内容や役割及びそこで働く情報技術者の役割などについて理解させる。

評価の観点 関心･意欲･態度 思考･判断･表現 技能 知識･理解

内容のまとまりご 社会の情報化の進展が生 社会の情報化の進展が生 社会の情報化の進展に伴 社会の情報化の進展が生
との「情報化と社会」 活に及ぼす影響や情報産 活に及ぼす影響や情報産 う生活の変化、情報産業 活に及ぼす影響や情報産
の評価規準 業の発展と社会との関わ 業の発展と社会との関わ の業務内容や情報技術者 業の発展と社会との関わ

りに興味や関心をもち、 り、情報産業の業務内容 の役割などについて様々 りに関する基礎的な知識
それらを支えている情報 やその役割及び情報技術 な方法を用いて情報を収 を身に付け、情報産業の
産業の業務内容や諸課題 者の役割などについて考 集し、体系的にまとめて 業務内容や社会で果たす
及び情報技術者の役割を え、適切に判断し、表現 いる。 役割及び情報技術者の役
意欲的に探究しようとし している。 割などについて理解して
ている。 いる。

１「社会の情報化」 ・情報機器や情報通信技 ・情報機器や情報通信技 ・情報機器や情報通信技 ・情報機器や情報通信技
の具体の評価規準 術の発展が産業構造及 術が社会のあらゆる分 術の発達及び社会生活 術などの発達が、産業

び社会生活に及ぼす影 野に浸透していること への影響について様々 構造や社会生活に及ぼ
響について興味や関心 やその影響などについ な方法を用いて情報を す影響について理解し
をもち、その内容など て考え、適切に判断し、 収集し、体系的にまと ている。
を意欲的に探究しよう 表現している。 めている。 ・情報を伝達する手段の
としている。 移り変わりを知識とし

・情報を伝達する手段 て身に付け、社会の情
が、情報化の進展に伴 報化の進展との関わり
ってどのように移り変 を理解している。
わってきたかについて
関心を持っている。

学習活動 学習内容 評価の方法

第一次 情報産業の種類と役割 コンピュータ産業、情報サービス業、ネットワーク ・ワークシート
産業、情報コンテンツ産業について理解を深める。 ・レポート

・小テスト

第二次 情報サービス産業の設立 ベンダ系企業、ユーザ系企業等について調査し、調 ・ワークシート
と経緯 査結果に対する質疑応答を行い理解を深める。 ・小テスト

第三次 調べ学習 パッケージソフトウェア又はゲームソフトウェアを ・ワークシート
調べ、その用途と開発した企業に関することを調査 ・レポート
し、調査結果に対する発表会を行い理解を深める。 ・小テスト
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(1) 単元ごとの評価の総括例
「(3) 単元の指導計画の作成例」を基に作成した、単元ごとの評価の総括例である。

(2) 学期ごとの評価の総括例
単元の観点別評価から学期ごとの評価を総括する方法として、達成率の平均から総

括する方法を例として示す。（達成率＝合計点÷満点×１００）

(3) 学年末の評価の総括例
学期末ごとの評価から学年末の評定を総括する方法として、達成率の平均から総括す

る方法を例として示す。（達成率＝合計点÷満点×１００）

(4) 留意点
・観点別学習状況の評価の評定への総括は、知識や技能のみの評価など一部の観点に偏

った評定が行われることのないように、各観点による評価を十分踏まえること。
・指導と評価を円滑に行うためにも、年間指導計画に評価規準や評価方法を明確に位置

付けること。

氏名( ) 関心･意欲･態度 思考･判断･表現 技能 知識･理解
ワークシート レポート ワークシート ワークシート レポート ワークシート 小テスト

第一次 Ｂ（２） Ｂ（２） Ｂ（２） Ｂ（２）
第二次 Ａ（３） Ａ（３） Ｂ（２） Ａ（３）
第三次 Ａ（３） Ｂ（２） Ｃ（１） Ｂ（２） Ｃ（１）
点数化 （２＋３＋３）÷３ （３＋２）÷２ （１＋２）÷２ (２＋２＋２＋２＋３＋１)÷６

＝２．７ ＝２．５ ＝１．５ ＝２．０

単元での総括 Ａ Ａ Ｂ Ｂ
※（ ）内の数値は、Ａ、Ｂ、Ｃを数値化したもの
※端数の処理は切り上げとする

氏名( ) 関心･意欲･態度 思考･判断･表現 技能 知識･理解
単元１ Ｃ（１） Ａ（３） Ａ（３） Ｂ（２）
単元２ Ａ（３） Ａ（３） Ｃ（１） Ｂ（２）
単元３ Ｂ（２） Ａ（３） Ｃ（１） Ｂ（２）
点数化 （１＋３＋２）÷３ （３＋３＋３）÷３ （３＋１＋１）÷３ （２＋２＋２）÷３

＝２．０ ＝３．０ ＝１．７ ＝２．０

Ｂ Ａ Ｂ Ｂ
学期の総括

２６（合計点）÷３６（満点）×１００＝７３％ 評 価 ８
※（ ）内の数値は、Ａ、Ｂ、Ｃを数値化したもの
※達成率９０％以上「１０」、９０％未満～８０％「９」、８０％未満～７０％「８」、７０％未満～６０％「７」

６０％未満～５０％「６」、５０％未満～４０％「５」、４０％未満～３０％「４」、３０％未満～２０％「３」
２０％未満～１０％「２」、１０％未満～０％ 「１」

※端数の処理は切り上げとする

氏名( ) 関心･意欲･態度 思考･判断･表現 技能 知識･理解
前期末 Ａ（３） Ａ（３） Ａ（３） Ｂ（２）
後期末 Ａ（３） Ｂ（２） Ｃ（１） Ｃ（１）
点数化 （３＋３）÷２ （３＋２）÷２ （３＋１）÷２ （２＋１）÷２

＝３．０ ＝２．５ ＝２．０ ＝１．５

Ａ Ａ Ｂ Ｂ
学年末の総括

１８（合計点）÷２４（満点）×１００＝７５％ 評 定 ３
※（ ）内の数値は、Ａ、Ｂ、Ｃを数値化したもの
※達成率９０％以上「５」、９０％未満～８０％「４」、８０％未満～５０％「３」、５０％未満～４０％「２」、４０％未満「１」
※端数の処理は切り上げとする
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